
測定指標と目標値

・プログラムを開発した大学・高等専門学校等の数（R５：39件）

・事業終了後に自走した大学・高等専門学校等の割合 （R８：９0％）

・プログラムの社会人受講者数（R５：1,170人）

インパクト

KPI
④

KPI
③

KPI
①

KPI
②

インプット
（資源）

アクティビティ（活動内容） 中期アウトカム
（成果目標）

初期アウトカム
（成果目標）

アウトプット（活動目標）

【成長分野におけ
る即戦力人材輩
出に向けたリカレ
ント教育推進事業
事業】
Ｒ５年度
予算要求額
1,422百万円

（選定件数・単価）
Ⅰ：2,500万円
×10拠点
Ⅱ：5,000万円
×15拠点
Ⅲ：2,000万円
×12拠点
Ⅳ：5,000万円
×2拠点
Ⅴ：7,600万円
×1拠点

Ⅰ.デジタル・グリーン分野リテラシープログラムの
開発・実施
・主に失業者・非正規雇用労働者を対象とし、就職・転職に必要
な基礎的な能力を育成し、労働局、産業界と連携し就職・転職に
繋げる。

Ⅱ.デジタル・グリーン分野リスキルプログラムの開
発・実施
・主に就業者を対象とし、デジタル分野に強い企業等と連携し、
応用的なDX分野の能力を育成し就業者のキャリアアップや成
長分野への労働移動に繋げる。

Ⅲ.重要分野のプログラムの開発・実施（リテラ
シー・リスキル双方）
・主に就業者・失業者・非正規雇用労働者を対象とする。各業界
と連携し就職・転職に必要な基礎的・応用的な重要分野の能力
を取得しキャリアアップにつなげる。

Ⅳ.各分野のエキスパート人材育成に向けたプログ
ラムの開発・実施
・大学院レベルの知見を活用した課題解決を通じ、各分野のハイ
レベル人材を育成し、イノベーション等に繋げるため、短期間（半
年程度）のリカレントプログラムを開発・実施する（他の大学等と
共同して申請することも可能とする）。

Ⅴ.プログラム実施・拠点構築の支援・分析、横展開
に向けた取組
・プログラムの開発・実施、拠点構築に際する課題に対して助言
等を行う機能を果たす。併せて、開発したプログラムの横展開に
関する支援も併せて行う。

・企業、労働局、地方公共
団体、大学等により構成
される事業実施委員会を
設置し、産業界や社会の
ニーズを把握
・上記ニーズを踏まえた
プログラムの開発・実施

・産学官連携によ
る開発したプログ
ラムの自走・充実・
改善（エコシステム
実現）

・大学等における
社会人向けプログ
ラムの充実

・リカレント教育の
個人・企業等にお
ける認知の向上

長期アウトカム
（成果目標）

・継続的に学び
続ける社会人
の増加KPI

④

・プログラム受講者の就職・在職率割合 （R５：80％）

・リカレント教育をニーズに応じて受講できる
環境の実現

・成長分野における人材需要への対応

課題

現状 （現状・課題を示すデータ）※別添参考資料も参照

・「IT人材需給に関する調査」（2019年3月）
2030 年のIT人材の需要と供給の差（需給
ギャップ）：44.9万人
・「労働力調査（基本集計） 」（2022年（令和4
年）6月分結果） 完全失業者数：186万人
・「新型コロナウイルス感染症に起因する雇用
への影響に関する情報について」（令和4年8
月12日現在）
解雇等見込み労働者数：約13万人

・デジタル化や脱炭素化、コロナ禍における社会変化の中で、社会人が必要なスキルを新たに身に付け、人材不足が見込ま
れる成長分野への労働移動やキャリアアップをできるよう支援することが必要となっている。

・企業による人材育成のための大学等の活用は極めて少ない状況。デジタル・グリーン分野等成長分野をはじめとした産業
界や社会のニーズを満たすリカレントプログラムが不足している上に、有用だと認知されていない。社会人に学び直しのメ
リットが伝わっておらず、キャリアアップや成長分野への労働移動をするための環境が十分ではない。

・大学等において基礎、応用、エキスパートなど多様なレベルや分野に応じて、産業界等と連携したプログラムの開発・実
施・横展開を行い、成長分野を中心としたニーズを満たすリカレント教育システムを構築することで、社会人のキャリアアッ
プや成長分野への労働移動を後押しする。

本事業の
目的

「成長分野における即戦力人材輩出に向けたリカレント教育推進事業」ロジックモデル （R５年度要求額：1,422百万円）

・「マナパス」における大学等の講座掲載数（R8：10,000件）KPI
⑤

KPI
⑥

・労働者における自己啓発を行った者の割合の増加
（R２：36％→R15：60％）

KPI
⑥

（関連施策）
【社会人の学びの情報アクセス改善に向けた実践研究】

【大学等におけるリカレント講座の持続可能な運営モデルの構築】

【地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構

築支援事業】

【リカレント教育の社会実装に向けた調査研究・普及啓発パッケージ事業 】

関連する施策間で成果を活用し合うなど、
随時連動させ、一体的に推進

KPI
⑤

・社会人によるプ
ログラムの受講

・プログラム受講
者のキャリアアッ
プ・キャリアチェ
ンジの実現

・事業実施委員会
の常設化

KPI
②

・プログラム開発・実施
拠点への伴走支援によ
る継続的なニーズ把握
とプログラム改善

KPI
①

KPI
③



【参考資料】現状・課題を示すデータ等
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